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問題と目的 

	 近年，様々な家庭背景によって，学童保育の需

要はますます高まっている。学童保育は，厚生労

働省が所管する「放課後児童健全育成事業」の通

称であり，保護者が働いている間，児童が安全で

充実した生活を送れるような場を与える役割を担

っている（全国学童保育連絡協議会， 2015）。学
校現場において児童の学習のニーズが多様化して

いることから，家庭学習の支援の需要は高い。 
	 本研究では，学童保育に通う児童を対象とした

放課後の学習支援において，学生の支援員（以下，

学生支援員）の話し合いで提案された改善案を実

行することによって，児童の学習態度がどのよう

に変化してきたかを調査し，学習態度の改善過程

を検討することを目的とする。 
方法 

研究の手法	 学習支援における課題解決のプロセ

スを研究の対象とするため，アクションリサーチ

の手法を用いて分析を行うこととした。 
手順	 学生支援員による学習支援の活動を実施→

カンファレンスによる振り返り→改善に向けた介

入，という循環的なアプローチを行う。 
支援の対象	 学習支援のニーズを抱えているA児
童クラブの児童 30名（人数は毎回異なる） 
支援する者	 B大学の学生支援員の 8名（交代制） 
活動期間	 A 児童クラブでの学習支援は，2016
年 4 月下旬の立ち上げ後，7 月から活動を開始し
ている。本研究は，5 月から 9 月までの取り組み
について報告する。 

結果と考察 
 本研究では，学生支援員が実施，振り返り，改

善というサイクルに基づいて支援方法の修正を行

い，学童保育における学習中の児童の行動の変化

について検討を行なった。 
振り返りの場の設定について 
	 学生支援員が活動報告を記入することを目的と

して，振り返りのフォーム（「支援活動の全体につ

いての課題だと思うこと」等の３項目）を設けて

いたが，フォームでは互いの意見を交換すること

が難しかった。しかし，活動時間外の会話の中で

学習支援の内容が話題となり，学生支援員と指導

教員が相談の上，定期的な話し合いの場を設定す

る事ができた。現在，話し合いは週１回，学生支

援員と指導教員のみで開催し，活動上の課題や今

後の対応について検討を行っている。話し合いで

議論された学習中の課題については，個別ではな

く児童全体に向けて取り組みを行ない，児童が適

応しやすい環境に向けて修正を行うこととした。 
課題の焦点化と修正の提案・実施 
	 話し合いでは，児童の学習に適さない行動が生

じる要因を焦点化し，学習室内の掲示や児童の行

動の流れの設定といった点についての具体的な提

案や改善案を検討した。実際に導入した結果，児

童が学習を開始するまでの時間が短縮され，学生

支援員の声かけの負担も軽減した。また，学生支

援員に児童の次の行動を質問する回数が減少し，

自ら行動する傾向が見られるようになった

（Table １）。 
Table	 １	  
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